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ニワトリ輸卵管ホモジネー卜の 15，000 x g上、清を硫安分画， DEAEーセルロース吸着，同クロマトグ
ラフィ，セフアロース 6B ゲゾレ炉過，同再クロマトグラフィ， CoA親和クロマトグラフィによって6，1 60
倍に精製した。精製標品は:tSDS-PAGEで単一バンドを示した。
本酵素はタンパク成分以外に核酸を含んでおり， RNase A と Stαr，phylococcal nuclease および、proteinase
kで失活することから両成分は本酵素の活性に必須である。本酵素はRNase A と RNase T2消化によっ
て失活する事実と RNase T 2 消化物のPEIーセ jレロース薄層クロマトグラフィによる塩基分析の結果か
ら本酵素の核酸成分はRNAであることが判明した。
ホロ酵素の分子量はセフアロース 6 B によるゲ)レ炉過から 240 K であり， RNAの鎖長はホルムアミド
存在下のPAGE分析から 260 塩基対であり， タンパクサフザユニットの分子量はSDS-PAGE分析から79K
であった口 RNAとタンパク量の定量結果から，本酵素中の両含量はそれぞれ35% と 65%であり，本酵素
が 1 分子の 7 S RNA (分子量83K) と同ーのタンパクサブ、ユニット(分子量79K) 2 分子から構成さ
れている(分子量 240 K) ことが判明した。
本酵素はDTT， ß-}.但，還元型グルタチオンなどのチオー jレ試薬によって活性化され，一般的なチオー
jレ阻害剤によって失活するチオール酵素で=ある。逆相HPLCによって酵素反応産物 (1 -3H)Ac-Acr 




以上を認識し. ACTH1-18_NH2 と (Cly1) -ACTH l- 18 _NH2'乙対する基質特異性の差から N末端8er と
Glyの側鎖を微妙に認識し区別する。
著者はラット肝臓の細胞分画法に工夫を加えてニワトリ輸卵管の細胞分画法を確立し，本酵素が粗面小











のニワトリ輸卵管より N <t ーアセチ Jレトランスフエラーゼの精製を試み，酵素の低い安定性を克服して
均一な標品を得る乙とに成功した。乙のような高純度の酵素標品の調製は，はじめてである。ついで，




を提唱した。一方，同君は精製 N <t ーアセチ jレトランスフエラーゼの活性にチオール基が必須で=ある
乙と，基質のアミノ末端アミノ酸およびペプチド鎖長が重要である乙となど酵素の特性を明らかにした。
以上，本論文は蛋白質アミノ末端のアセチル化機構およびアセチ jレ化蛋白質の分泌機構に関する重要
な新知見を提供するものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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